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山
陰
教
区
で
は
、「
御
同
朋
の
社
会
を

め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
総
合
基
本

計
画
に
お
い
て
、
基
本
理
念
を
、
専
如

御
門
主
の
「
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て

の
消
息
」
を
承
け
、
実
践
運
動
は
こ
れ

ま
で
基
幹
運
動
が
積
み
重
ね
て
き
た
成

果
を
大
切
に
継
承
し
、
さ
ら
に
未
だ
解

決
で
き
な
い
諸
問
題
を
克
服
す
る
た
め

に
、
具
体
的
な
達
成
目
標
を
設
定
し
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
み
跡
を
慕
い
、
自
他

共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、『
結
ぶ
絆
か
ら
、
広

が
る
ご
縁
へ
』、
実
践
目
標
は
、『
日
常

の
寺
院
活
動
…
地
域
と
寺
院
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
』。

達
成
目
標
は
、
①
既
成
の
形
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
や
さ
し
い
寺
院
環
境
を
つ

く
る
。
②
お
寺
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
す
る
。

と
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
総
合
基
本
計
画
に
従
い
、
同
朋

社
会
部
会
、
伝
道
広
報
部
会
、
寺
院
活

動
支
援
部
会
を
設
け
、
事
業
実
施
に
当

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
基
幹
運
動
時

代
か
ら
の
継
続
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、

実
践
運
動
に
な
っ
て
か
ら
新
し
く
始

ま
っ
た
事
業
も
あ
り
、
幅
広
い
事
業
展

開
が
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
寺
院
後
継
者
の
た
め

の
婚
活
企
画
「
ご
縁
ま
ち
交
流
」
と
、

勤
式
の
向
上
を
図
る
た
め
の
「
勤
式
練

習
所
」の
開
催
で
す
。「
ご
縁
ま
ち
交
流
」

は
、
参
加
者
が
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
な
発
想
の
も
と
、
開
催

に
広
が
り
も
見
え
、
今
後
充
実
し
た
企

画
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山
陰
教
区
の
課
題
は
、
過
疎
に
伴
な

う
寺
院
の
継
続
が
あ
や
う
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
問
題
は
あ
ま
り
に
大
き

す
ぎ
て
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
眼
を
そ
ら
す

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
の

糸
口
を
見
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

こ
こ
に
三
期
目
の
任
期
を
終
え
る
に

当
た
り
、
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
委
員
の
皆
様
と
教
区
内
有
縁
の
皆

様
に
厚
く
謝
意
を
申
し
あ
げ
、
教
区
実

践
運
動
が
、
ま
す
ま
す
充
実
し
、
御
法

義
繁
盛
に
結
実
す
る
こ
と
を
念
願
し
て

止
み
ま
せ
ん
。

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長

「
実
践
運
動
第
Ⅱ
期
を
終
っ
て
」

　
藤
　
谷
　
崇
　
文

　老朽化した山門のことを案じていましたが、昨年 2月末の降雪による瓦の落下を契機に解
体を決意しました。
　地域の門信徒のみなさまから温かなご懇志を運んでいただき、おかげさまで 10 月末に新し
い山門が完成しました。
（左：旧鐘楼門、右：新四脚門）
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日
時
：
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

　
　
　
　

二
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時

会
場
：�

本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

①�

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実

践
運
動
）」
中
央
委
員
会
報
告

　

�

北
島
清
秀
中
央
委
員
か
ら
中
央
委
員
会

の
報
告
。

一
．�「
総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
改
定

二
．
S
D
G
s（
エ
ス 

デ
ィ
ー 

ジ
ー
ズ
）

三
．�

貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～

D
ā
n
a 

f
o
r 

W
o
r
l
d 

P
e
a
c
e
～

②�

第
四
連
区
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
（
実
践
運
動
）」
協
議
会
報
告

�

高
野
顯
信
教
区
委
員
会
副
委
員
長
か
ら

連
区
協
議
会
の
報
告

一
．�「
総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
改
定
に
つ
い
て

二
．�

宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
実
践

目
標
策
定
の
経
緯
に
つ
い
て

三
．�

宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
実
践

目
標
に
つ
い
て

③�

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
事
業

報
告

�

事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十

二
〇
一七（
平
成
二
十
九
）年
度
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動（
実
践
運
動
）山
陰
教
区
委
員
会（
総
会
）

�

九
）
年
度
教
区
委
員
会
事
業
に
つ
い
て

報
告
。
各
部
会
部
長
・
副
部
長
か
ら
、

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
各
部

会
事
業
に
つ
い
て
報
告
。

④�

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
事
業
計

画
案

　

�

事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）

年
度
教
区
委
員
会
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
説
明
。

⑤�

点
検
報
告
書
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総

括
書
に
つ
い
て

　

�
事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十

　

�
九
）
年
度
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
」（
実
践
運
動
）
推
進
状
況
の
点

検
報
告
書
、
並
び
に
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
総
括
書
に
つ
い
て
、
試
案
を
提
示
。

協
議
の
結
果
、
試
案
通
り
承
認
。

⑥
そ
の
他

一
．�

次
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
試
案
）

に
つ
い
て

二
．
委
員
任
期
に
つ
い
て

三
．
設
置
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑦
部
会

　

�

各
部
会
に
分
か
れ
、
来
年
度
事
業
等
に

つ
い
て
協
議

⑧
全
体
会

�

部
会
で
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
各
部

会
部
長
・
副
部
長
か
ら
報
告

〈
同
朋
社
会
部
会
（
大
草
部
長
）〉

・�

同
朋
社
会
研
修
会
を
七
月
上
旬
～
中

旬
の
平
日
に
開
催
す
る
予
定
。「
貧
困

の
克
服
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
す

る
。
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
実
際

に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師
に
お

招
き
し
た
い
。

〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
（
西
原
部
長
）〉

・�

連
研
担
当
で
は
、
連
研
中
央
講
師
の

意
見
交
換
を
行
う
機
会
を
作
る
こ
と

を
検
討
。

・�

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
担
当
が

作
成
し
た
教
化
資
料
「
し
お
り
」
を

増
刷
す
る
。
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

・�

部
会
で
発
行
を
検
討
し
て
い
る
子
ど

も
向
け
の
紙
芝
居
に
つ
い
て
は
、
時

間
を
か
け
て
内
容
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
披
露
し

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

〈
伝
道
広
報
部
会
（
柳
樂
副
部
長
）〉

・�

来
年
度
の
僧
侶
研
修
会
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
な
ど
を
考
慮
し
試
験
的
に

一
日
の
み
の
開
催
と
す
る
予
定
。
再

来
年
度
の
僧
侶
研
修
会
講
師
に
つ
い

て
は
数
名
の
候
補
の
意
見
が
出
て
い

る
。

・�

山
陰
妙
好
人
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
掲
示
用
ポ
ス
タ
ー
の
発
行
を

開
始
し
た
。
研
修
会
や
行
事
な
ど
で

積
極
的
に
P
R
を
続
け
る
。

・�

勤
式
練
習
所
は
、
巡
讃
資
格
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

巡
讃
試
験
の
科
目
を
重
点
的
に
行
う
。

教
区
主
催
の
巡
讃
許
可
申
請
資
格
試

験
講
習
会
を
併
修
す
る
予
定
。

・�

教
区
報
の
掲
載
内
容
や
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
用
方
法
な
ど
、
部
会
の

中
で
検
討
を
続
け
る
。

そ
の
他
意
見
・
提
案

・�

教
区
の
会
議
の
あ
り
方
と
し
て
、
配

布
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
出
欠

の
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
I
T
の
活
用

を
検
討
し
て
欲
し
い
。

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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二
〇
一
八
年
一
月
二
十
六
日
、
今
年
二

度
目
の
大
寒
波
が
山
陰
を
襲
い
、
外
が
雪

で
真
っ
白
に
な
る
中
、
第
二
回
山
陰
教
区

青
年
布
教
使
大
会
が
江
津
組
蓮
敬
寺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
私
は
、
江
津
市
内
に
あ
る
福
祉
施

設
で
勤
務
し
て
お
り
、
今
回
ほ
ど
大
勢
の

お
同
行
と
僧
侶
の
前
で
お
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、
教
師
教
修
と
住
職
課
程

以
来
の
こ
と
で
、
口
が
パ
サ
パ
サ
に
な
る

ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
。

さ
て
、
布
教
実
演
は
午
後
か
ら
三
名
、

そ
し
て
、
夕
食
の
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
頂
い
た
後
に
三
名
の
方
が
実
演
さ
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
念
仏
者
の
生
き
方
」

で
す
。
こ
れ
は
第
二
十
五
代
専
如
ご
門
主

の
ご
親
教
を
受
け
た
も
の
で
す
。

私
以
外
の
五
名
の
方
々
は
、
阿
弥
陀
如

来
の
お
慈
悲
を
、
自
ら
の
経
験
を
通
し
て

し
っ
か
り
と
お
取
り
次
ぎ
さ
れ
て
い
て
、

私
も
自
分
の
身
に
引
き
当
て
て
お
聴
聞
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
実
演
順
は
、
不
思
議
な
ご
縁
で
六

番
目
で
し
た
。
ご
讃
題
は
『
拝
読　

浄
土

真
宗
の
み
教
え
』
よ
り
「
真
実
の
教
え
」

を
い
た
だ
き
、
真
実
の
教
え
が
『
大
無
量

寿
経
』
と
言
い
切
れ
る
根
拠
は
何
か
？
と

第
二
回
山
陰
教
区
青
年
布
教
使
大
会
に
参
加
し
て江

津
組
　
浄
妙
寺
　
嘉
　
戸
　
慎
　
吾

本
願
寺
山
陰
教
堂 

御
正
忌
法
要

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
一
月
十
九

日
（
金
）、
山
陰
教
堂
の
御
正
忌
法
要
を

お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

松
江
組
・
飯
南
組
の
御
法
中
、
山
陰
教

区
雅
楽
声
明
の
会
「
雅
龍
会
」
の
皆
様
に

御
出
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
十
時
か

ら
午
前
法
要
。
宗
祖
讃
仰
作
法
を
お
勤
め

し
、
お
昼
に
は
、
雅
龍
会
の
皆
様
か
ら
、

雅
楽
の
楽
器
の
説
明
と
実
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
法
要
。
松

江
組
眞
光
寺
坊
守
さ
ま
の
伴
奏
で
宗
祖
讃

仰
作
法（
音
楽
法
要
）を
お
勤
め
し
ま
し
た
。

ご
講
師
は
備
後
教
区
奥
組
浄
福
寺
ご
住

職
、
山
下
義
円
師
。
出
雲
組
や
出
雲
南
組

の
ご
寺
院
の
団
体
参
拝
も
あ
り
、
午
前
・

午
後
と
も

本
堂
は
満

堂
で
し

た
。
寒
い

中
で
は
あ

り
ま
し
た

が
、
よ
う

こ
そ
お
参

り
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

い
う
点
を
発
起
序
に
尋
ね
ま
し
た
。

親
鸞
聖
人
は
、
愚
禿
と
嘆
か
れ
た
ご
自

身
と
対
告
衆
で
あ
る
未
覚
者
阿
難
を
重
ね

ら
れ
、
凡
夫
が
仏
に
な
る
教
え
が
『
大
無

量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
あ
る
と
頂
か
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
逃
げ
水
を
追
う

が
如
く
の
自
力
修
行
か
ら
、
私
の
全
て
を

見
抜
き
用
意
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
願
い

を
聞
く
と
い
う
、
他
力
回
向
へ
の
大
き
な

方
向
転
換
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
青
年
布
教
使
大
会
に
向
け
て
、

温
か
み
溢
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ラ
イ
ヤ
ー

が
制
作
さ
れ
ま
し
た
（
デ
ザ
イ
ン
は
、
江

津
組
正
福
寺 

三
浦
志
保
子
さ
ん
）。
そ
し

て
、
そ
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
持
っ
た
五
名
の

青
年
布
教
使
た
ち
が
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
仏
法
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

一
月
二
十
三
日
に
江
津
市
内
に
て
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
沢
山
の
手
間
と
思
い

の
詰
ま
っ
た
大
会
だ
っ
た
こ
と
を
ご
報
告

し
て
、
私
の
感
想
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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二
月
四
日
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）

年
度
山
陰
教
区
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
～
発
達

障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
松
江
市
発
達
・

教
育
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
エ
ス
コ
」
指

導
主
事
の
吉
野
晃
子
先
生
か
ら
、
お
話
し

日
時　

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

　
　
　

二
月
十
七
日（
土
）～
十
八
日（
日
）

会
場　

本
願
寺
阿
弥
陀
堂
・
聞
法
会
館 

他

こ
の
度
の
全
国
集
会
は
、「
い
の
ち
を
啓

く
ビ
ハ
ー
ラ
に
生
き
よ
う
！
～
み
仏
の
願

い
に
生
き
生
か
さ
れ
る
実
践
～
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
各
教
区
か
ら
総
勢
約

四
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に

ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
阿
弥
陀
堂
で
記

念
式
典
が
あ
り
、
そ
の
後
、
聞
法
会
館
に

少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

第
十
六
回
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
全
国
集
会
・

三
十
周
年
記
念
大
会
参
加
報
告

お
い
て
、
宗
教
学
者
の
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
「
仏
教
徒
の
生
き

方
と
逝
き
方
を
考
え
る
」
と
対
談
（
写
真
）・

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
、

高
齢
者
福
祉
・
自
死
・
緩
和
ケ
ア
・
災
害

支
援
・
子
ど
も
支
援
な
ど
十
の
テ
ー
マ
で

分
科
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

わ
か
れ
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
山
陰
教

区
か
ら
は
、
各
教
区
中
最
多
の
二
十
二
名

の
参
加
が
あ
り
各
教
区
の
皆
様
と
共
に
研

鑽
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
達
障
が
い
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に

周
囲
が
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
、
適
切
な

支
援
な
ど
、
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の
講

義
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
接

す
る
上
で
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

【歳　入】	 経常部 【歳　出】	 経常部

2018（平成30）年度山陰教区一般会計歳計予算

款　　　　　項 30年度予算額 29年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 35,970,000 36,100,000 △ 130,000

1 本年度賦課金 35,970,000 36,100,000 △ 130,000

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 13,100,000 12,950,000 150,000

1 宗派助成金 13,100,000 12,950,000 150,000

3 願記手数料 2,000,000 2,000,000 0

1 願記手数料 2,000,000 2,000,000 0

4 回　　　　金 100,000 940,000 △ 840,000

1 回　　　金 100,000 940,000 △ 840,000

5 雑　　収　　入 1,230,000 1,010,000 220,000

1 雑　　収　　入 1,230,000 1,010,000 220,000

6 前年度繰越金 7,500,000 8,000,000 △ 500,000

1 前年度繰越金 7,500,000 8,000,000 △ 500,000

経常部合計 59,900,000 61,000,000 △ 1,100,000

30年度予算額 29年度予算額 対比△減

1　協賛金 2,100,000 2,200,000 △ 100,000

1　協賛金 2,100,000 2,200,000 △ 100,000

2　特別協賛金 100,000 100,000 0

1　特別協賛金 100,000 100,000 0

臨時部合計 2,200,000 2,300,000 △ 100,000

歳入総計 62,100,000 63,300,000 △ 1,200,000

【歳　入】	 臨時部

【歳　出】	 経常部

30年度予算額 29年度予算額 対比△減

1　山陰教堂回金 2,200,000 2,300,000 △ 100,000

1　山陰教堂回金 2,200,000 2,300,000 △ 100,000

臨時部合計 2,200,000 2,300,000 △ 100,000

歳出総計 62,100,000 63,300,000 △ 1,200,000

【歳　出】	 臨時部

款　　項　　目 30年度予算額 29年度予算額 対比△減

1 教区事業費 15,550,000 13,940,000 1,610,000

1 総合教化企画費 3,650,000 2,900,000 750,000

1 御同朋の社会をめざす 3,650,000 2,900,000 750,000

運動推進費

2 教化費 6,000,000 6,200,000 △ 200,000

1 寺院機能振興費 1,500,000 1,350,000 150,000

2 婦人青少年費 1,350,000 1,400,000 △ 50,000

3 総代・壮年費 300,000 300,000 0

4 研修費 1,600,000 1,600,000 0

5 矯正福祉費 400,000 400,000 0

6 文書伝道費 800,000 800,000 0

7 教化活動費 50,000 50,000 0

3 助成費 5,650,000 4,840,000 810,000

1 布教団助成金 550,000 350,000 200,000

2 各種団体助成金 800,000 490,000 310,000

3 地方教化助成費 4,300,000 4,000,000 300,000

4 災害対策費 250,000 0 250,000

1 災害活動費 250,000 0 250,000

2 会議費 1,500,000 1,400,000 100,000

1 会議費 1,500,000 1,400,000 100,000

1 教区会議費 950,000 850,000 100,000

2 組長会費 400,000 400,000 0

款　　項　　目 30年度予算額 29年度予算額 対比△減

2 1 3 各種会議費 100,000 100,000 0

4 職員会議費 50,000 50,000 0

3 教務所費 27,010,000 26,780,000 230,000

1 人件費 21,710,000 21,480,000 230,000

1 教務所職員俸給 13,200,000 13,100,000 100,000

2 賞与 3,030,000 3,000,000 30,000

3 退職交付金 0 0 0

4 福祉費 2,900,000 2,800,000 100,000

5 諸手当 2,480,000 2,480,000 0

6 教区勤式指導員事務費 100,000 100,000 0

2 事務費 3,600,000 3,800,000 △ 200,000

1 通信印刷費 1,700,000 2,000,000 △ 300,000

2 事務消耗品費 600,000 600,000 0

3 事務諸費 900,000 1,000,000 △ 100,000

4 備品費 400,000 200,000 200,000

3 旅費 1,200,000 1,000,000 200,000

1 交通費 1,200,000 1,000,000 200,000

4 諸費 500,000 500,000 0

1 慶弔供奠費 100,000 100,000 0

2 接待費 50,000 50,000 0

3 渉外費 150,000 150,000 0

4 雑費 200,000 200,000 0

4 回金 14,900,000 16,900,000 △ 2,000,000

1 回金 14,900,000 16,900,000 △ 2,000,000

1 山陰教堂運営費 13,350,000 12,050,000 1,300,000

2 災害対策費 500,000 3,000,000 △ 2,500,000

3 退職積立金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000

4 子ども・若者推進事業費 50,000 50,000 0

5「各種法要」積立金 0 0 0

6 平衡資金 0 0 0

5 宗会議員選挙費 100,000 100,000 0

1 宗会議員選挙費 100,000 100,000 0

1 宗会議員選挙費 100,000 100,000 0

6 予備費 840,000 1,880,000 △ 1,040,000

1 予備費 840,000 1,880,000 △ 1,040,000

歳　　出　　合　　計 59,900,000 61,000,000 △ 1,100,000
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2018（平成30）年度　山陰教区行事予定
部　門 行事名 期　　　日 会　　　場 講　師 参加者

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
教
区
委
員
会

実
践
運
動

実践運動推進委員会（総会） 5月、2月
同朋社会研修会 7月 2日（月） 松江テルサ
ご縁まち交流
キッズサンガ通信発行 第 8号を発行予定
キッズサンガ組サポーター研修会 10 月前半を予定 山陰教堂
子ども・若者ご縁づくり教化資料発行 「しおり」増刷予定

実践運動ブロック連絡協議会 ( ５ブロックごとに自主的に開催 )

実践運動僧侶研修会 ( 組、ブロック開催 )
実践運動推進協議会（組、ブロック開催）

連
研

連研のための研究会
連研履修者研修会

広
報
出
版

教区報 ｢山陰 ｣発刊　600 部 141 号、142 号、143 号
ホームページ「山陰教区」 https://saninkyoku.net
妙好人カレンダー・伝道資料発行 10 月発行予定

社推協 各施設カレンダー配布

ビハーラ

ビハーラ山陰総会・研修会 6月 18 日（月） 山陰教堂
ビハーラ活動第 4連区研修会 10 月 11 日・12 日（木・金） 島根浜田ワシントンホテルプラザ 山陰教区担当
ビハーラ全国集会 ―
ビハーラ公開講座
ビハーラ山陰機関誌発行

僧侶
僧侶研修会 9月 14 日（金） 出雲市民会館 清元秀泰氏
勤式講習会（僧侶研修会と併修） 9月 14 日（金） 出雲市民会館 勤式指導員

勤式
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 7月 23 日（月） 山陰教堂
勤式練習所 5月～2月（8回）※巡讃講習を併修 山陰教堂、鹿足組正法寺 勤式担当者

門推協

総会 ･研修会
実践運動研修会
第４連区門徒推進員実践運動研修会 10 月 27 日・28 日（土・日） 山陰教区担当
会報 ｢ともしび ｣発行

布教団

総会・研修会 4月 26 日（木） 山陰教堂
地区別布教大会
青年布教使育成教区研修会
第４連区布教使研修会 6月 28 日・29 日（木・金） 安芸教区
第４連区青年布教使研修会 10 月 1日・2日（月・火） 山陰教区担当
研修旅行
寺院振興 ｢ともしび法座 ｣（17 年目）

総代会
総代研修会
会報「門徒総代会だより」発行

壮年会

総会 ･研修会
ブロック研修会（鳥取地区）
ブロック研修会（石見地区）
ブロック研修会（出雲地区）
連区連絡協議会
全国仏教壮年会大会
会報「壮創」発行

仏
教
婦
人
会

仏
婦

教区仏婦連盟総会・研修会 5月 31 日（木） 松江テルサ 田中信勝師
実践運動研修会
教区若婦人のつどい
連区連絡協議会 4月 9日・10 日（月・火） 徳島市
仏教婦人幹部研修会
若婦人中央研修
仏婦組代表者伝灯奉告法要参拝
総連盟総会 4月 12 日・13 日（木・金） 本願寺

寺
婦

寺族婦人研修会
寺族若婦人研修会
会報「寺婦のひろば」発行

青
少
年

少
年

総会・研修会
指導者研修会　
少年連盟中央研修会
中 ･四国ブロック指導者研修会
中央少年教化推進者研修会
広報紙 ｢はばたき ｣発行

保
育

まことの保育大学講座（連区） 7月 26 日・27 日（木・金） 松江エクセルホテル東急 山陰教区担当
全国保育大会
総会・理事会
教区まことの保育入門講座

仏
青

中央研修会
中四国ブロック真宗青年の集い
青少年教化指導者研修会

野球
全国寺族青年軟式野球大会
中 ･四国地区寺族青年野球大会 5月 24 日・25 日（木・金）

矯正
矯正教化連盟山陰教区支部総会
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会

保護司 更生保護事業支部総会
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2018（平成30）年度 本願寺山陰教堂 燈映会・鳥取常例
鳥 取 常 例 線

各月 14 日～ 18 日 ブロック 組　名 寺　号 講　師　名
平成 30 年 4月 出雲・鳥取 出　雲 光榮寺 藤川　昭信

7月 石  東 大田東 専勝寺 金盛　徳照
9月 邑  智 邑智東 西福寺 小笠原宣隆
10 月 石  西 益　田 善正寺 齋藤　友法

平成 31 年 3月 教区外 安芸教区深川組圓正寺 久留島法暁

　本願寺山陰教堂　常例法座「燈映会」 
各月13：30～（10月と1月を除く） ブロック 組　名 寺　号 講　師　名
平成 30 年 4月 20 日 金 出雲・鳥取 飯　　南 明覺寺 玉野　覚明

5月 21 日 月 石　東 大 田 西 西楽寺 菅原　昭生
6月 21 日 木 邑　智 邑 智 東 光西寺 田中　咀釈
7月 20 日 金 石　西 浜　　田 覚永寺 市野　覚生
8月 21 日 火 出雲・鳥取 鳥取伯耆 妙寂寺 兜坂　彰英
9月 21 日 金 石　東 大 田 東 立善寺 菅本　了道
10月 19 日

金 教区外
報　恩　講　法　要

AM10：30～　 PM1：30～ 滋賀教区神崎組弘誓寺 那須野　淨英
12月 21 日 金 邑　智 千 須 賀 眞浄寺 毛利　孔晶

平成 31 年 1月 21 日
月 教区外

御　正　忌　法　座
AM10：30～　 PM1：30～ 備後教区世羅組浄楽寺 栗原　一乗

2月 21 日 木 石　西 江　　津 浄光寺 能美　顕之
3月 20 日 水 出雲・鳥取 飯　　南 真向寺 吉川　光城

2017（平成29）年度　ともしび法座開座一覧
開催組 開催寺院 法　座　名 開座日 開始時間 出講講師

1 佐　波 大光寺 報　恩　講 平成29年 11月11日（土） 13：00 一座 中村　英晴
2 大田東 禮善寺 報　恩　講 11月12日（日） 13：00 一座 市野　覚生
3 江　津 淨念寺 報　恩　講 11月23日（木） 13：00 一座 毛利　孔晶
4 鹿　足 了徳寺 御正忌報恩講 平成30年 1月7日（日）  9：30 13：30 朋澤　融智
5 大田中 浄蓮寺 御正忌報恩講 1月14日（日） 13：00 一座 齋藤　友法

順番　　石東　→　邑智　→　石西　→　出雲・鳥取　・・・

2018（平成30）年度　山陰教区勤式練習所日程

2018（平成 30）年度は「巡讃許可申請資格試験講習会指定認可制度」により、山陰教区主催の巡讃許可申請
資格試験講習会を併修します。僧籍を有する方は、勤式練習所で行われる講義のうち、所定の講義を受講すると、
巡讃許可申請資格試験を受験することができます。お問い合わせ、お申し込みは、山陰教区教務所までお願いい
たします。

開催日 時間 内容 会場

5月 24 日（木）
13:30 ～ 16:30 開所式・声明・御文章 巡讃講習①

本願寺山陰教堂
18:00 ～ 21:00 巡讃について 巡讃講習②

6 月 14 日（木）
13:30 ～ 16:30 法式規範・作法（実演） 巡讃講習③

本願寺山陰教堂
18:00 ～ 21:00 声明・御文章 巡讃講習①

7 月 19 日（木） 18:30 ～ 21:00
巡讃について 巡讃講習②

本願寺山陰教堂
法式規範・作法（実演） 巡讃講習③

9 月 27 日（木） 13:30 ～ 16:00 仏事の心得／正信偈草譜 寺族・門信徒対象 鹿足組正法寺

10 月 11 日（木） 13:30 ～ 16:00 仏事の心得／正信偈草譜 寺族・門信徒対象 本願寺山陰教堂

12 月 13 日（木）
13:30 ～ 16:30 声明・御文章 巡讃講習①

本願寺山陰教堂
18:00 ～ 21:00 巡讃について 巡讃講習②

1 月 24 日（木）
13:30 ～ 16:30 法式規範・作法（実演） 巡讃講習③

本願寺山陰教堂
18:00 ～ 21:00 巡讃講習まとめ、閉所式

2月 28 日（木） 13:30 ～ 16:30 巡讃試験（筆記、実演） ※試験申込者のみ 本願寺山陰教堂
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実
践
運
動
の
現
状
に
つ
い
て

佐
波
組
組
長

　渡

　邊

　泰

　文

佐
波
組
は
、
邑
智
郡
美
郷
町
の
北
部

二
十
一
カ
寺
（
う
ち
代
務
住
職
寺
院
が
五

カ
寺
）
の
組
で
あ
る
。
成
人
の
住
職
後
継

者
が
自
坊
に
お
ら
れ
る
寺
院
は
一
カ
寺
の

み
で
あ
り
、
大
方
の
寺
院
が
今
日
ま
で
護

持
さ
れ
て
き
た
寺
院
の
行
く
末
を
案
じ
な

が
ら
法
務
を
勤
め
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
先
般
、
送
付
い

た
だ
い
た
第
二
回
教
務
所
長
会
の
報
告
に

よ
る
と
「
特
別
会
計
災
害
対
策
金
庫
」
の

新
た
な
原
資
確
保
の
要
綱
案
が
示
さ
れ
、

宗
派
賦
課
金
規
程
が
変
更
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
平
成
七
年
に
発
生
し
た
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
以
降
、
全
国
的
に
相

次
ぐ
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
先
人
が
護
り

育
ん
で
き
た
も
の
を
容
赦
な
く
一
瞬
に
し

て
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
は
、
今
後

想
定
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
」
等

の
被
害
の
復
興
支
援
金
の
た
め
の
原
資
を
、

一
時
的
な
協
力
金
で
は
な
く
賦
課
金
に
す

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
趣
旨
は
納
得
で

き
る
。
し
か
し
、
明
日
の
寺
院
護
持
に
不

安
を
抱
え
る
我
が
組
に
あ
っ
て
、
自
坊
が

被
災
し
た
と
し
て
、
復
旧
や
再
建
に
向
け

て
動
き
出
す
寺
院
は
何
カ
寺
あ
る
だ
ろ
う

か
想
像
し
て
み
る
。
御
仏
飯
で
お
育
て
を

い
た
だ
き
な
が
ら
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
復
興
資
金
の
申
請
よ
り
寺
院
解

散
の
手
引
き
に
手
が
伸
び
そ
う
な
気
が
す

る
。愚

痴
は
さ
て
お
き
、
わ
が
組
の
実
践
運

動
の
現
状
を
述
べ
よ
う
。「
高
齢
者
（
施
設

に
お
け
る
）
の
心
の
支
援
」
を
目
標
に
掲
げ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
法
話
会
に
交
代
で

出
講
し
寺
院
参
拝
が
困
難
な
方
へ
聴
聞
の

ご
縁
を
届
け
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
、

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
一
施
設
も
出
講
対

象
と
し
活
動
の
広
が
り
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ま
た
、
報
恩
講
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今
年

度
六
回
目
と
な
り
、
五
カ
寺
以
上
参
拝
さ

れ
た
お
同
行
十
名
を
表
彰
し
た
。
高
齢
者

を
対
象
と
す
る
以
外
に
も
、
組
と
し
て
「
ほ

と
け
の
子
の
つ
ど
い
」
の
開
催
や
「
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
な
ど
を
開
催
し
、
世
代

を
超
え
て
お
念
仏
の
声
が
続
く
こ
と
を

願
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

過
疎
高
齢
化
の
地
で
年
金
が
主
な
収
入

で
あ
る
門
信
徒
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
寺

院
の
運
営
状
況
は
厳
し
く
組
の
将
来
は
見

通
せ
な
い
が
、
若
手
住
職
の
新
た
な
試
み

と
先
輩
住
職
の
あ
と
ひ
と
が
ん
ば
り
の
努

力
に
よ
り
、〝
絆
は
ほ
ど
か
ず
、
ご
縁
は
護
っ

て
”
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB中国四国　松江支店

全
国
的
に
過
疎
・
少
子
高
齢
・
核
家

族
化
の
影
響
を
受
け
、
寺
院
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
坊
や
お
知
り
合
い
の
寺
院
に
お

い
て
、「
寺
院
の
活
性
化
」
や
寺
院
周

辺
の
「
地
域
お
こ
し
」
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
事
業
や
活
動
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
本
願
寺
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
例
紹
介
い
た

し
ま
す
。

例
え
ば
、
お
寺
で
ご
門
徒
と
取
り
組

ん
で
い
る
農
作
物
や
そ
の
加
工
品
に
つ

い
て
は
、
法
座
や
行
事
の
記
念
品
と
し

て
、
ま
た
、
宿
坊
や
精
進
料
理
を
提
供

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
研
修
旅
行
で

利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
寺
院
の
交
流
を

通
し
て
、
活
発
な
寺
院
活
動
に
結
び
つ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
事
業
以
外

に
も
、「
今
後
の
寺
院
の
在
り
方
、
存

続
の
方
途
」
に
資
す
る
活
動
事
例
に
つ

い
て
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。「
地
域
・

寺
お
こ
し
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

事
業
や
活
動
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先　

教
務
所
も
し
く
は
、
宗

派
寺
院
活
動
支
援
部
〈
過
疎
地
域
対
策

担
当
〉

「
地
域
・
寺
お
こ
し
事
業（
事
例
）

の
紹
介
」
に
つ
い
て
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既
に
宗
報
や
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
通
知

が
あ
り
ま
し
た
通
り
、
正
信
念
佛
偈
の
「
鼻
的
破

裂
音
」
に
つ
い
て
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の

通
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
般
、
正
信
念
佛
偈
を
依
用
す
る
勤
行
並
び
に

声
明
作
法
に
つ
い
て
、【
普
通
の
「
つ
（
t
ｓ
u
）」】

又
は
【
鼻
音
化
さ
れ
た
「
つ
」】
で
唱
読
し
て
い

た
も
の
を
、
今
後
【
普
通
の
「
つ
（
t
ｓ
u
）」】

と
唱
読
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
す
。

変
更
理
由

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
三
月
に
正
信
念

佛
偈
「
真
譜
・
行
譜
・
草
譜
」
の
唱
読
法
に
関
し

て
鼻
的
破
裂
音（
以
下「
鼻
音
」）を
用
い
な
く
な
っ

て
以
降
も
、
廣
文
類
作
法
、
奉
讃
大
師
作
法
及
び

葬
場
勤
行
等
で
正
信
念
佛
偈
を
唱
読
す
る
際
は
、

従
来
通
り
鼻
音
を
用
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
四
月

よ
り
ご
修
行
の
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法

要
に
際
し
制
定（
二
〇
〇
八（
平
成
二
十
）年
八
月
）

さ
れ
た
「
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
」
の
正
信
念

佛
偈
に
つ
い
て
は
、
音
楽
法
要
と
い
う
性
質
上
、

鼻
音
を
用
い
ず
に
唱
読
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
真
譜
・
行
譜
・
草
譜
、
並
び
に

宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
は
鼻
音
を
用
い
ず
、
そ

の
他
は
鼻
音
を
用
い
る
と
い
う
現
状
の
唱
読
法
を

統
一
す
る
た
め
、
こ
の
度
全
て
の
正
信
念
佛
偈
の

唱
読
に
関
し
て
、
鼻
音
を
用
い
ず
「
つ
（
t
ｓ
u
）」

と
発
音
す
る
こ
と
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

変
更
期
日

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
一
月
一
日
か
ら

一
昨
年
十
月
二
十
一
日
に
発
生
し
た
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
い
て
、

教
区
内
外
か
ら
当
教
区
教
務
所
宛
に
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
見
舞
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、被
害
に
遭
わ
れ
た
組
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興

を
衷
心
よ
り
念
じ
ま
す
。

　
　
　
合
掌

見
舞
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

（
平
成
二
十
九
年
十
月
～
平
成
三
十
年
三
月
）

山
口
教
区
教
務
所
（
敬
称
略
）

「
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
」
見
舞
金
に
つ
い
て

正
信
念
佛
偈
唱
読
法

［
鼻
的
破
裂
音
］
の

　
　
　
変
更
に
つ
い
て

勤
ご ん

式
し き

4月
・常例法座燈映会（山陰教堂）
　4月20日（金）午後1時30分～
・布教団総会（山陰教堂）
　4月26日（木）午後1時～
5月
・常例法座燈映会（山陰教堂）
　5月21日（月）午後1時30分～
・勤式練習所（山陰教堂）
　�5月24日（木）午後1時30分～
午後4時30分、午後6時～午後9時
・�仏教婦人会連盟総会・研修会
（松江テルサ）
　5月31日（木）午前10時〜
6月
・勤式練習所（山陰教堂）
　�6月14日（木）午後1時30分～
午後4時30分、午後6時～午後9時

・�ビハーラ山陰総会・研修会
　（山陰教堂）
　6月18日（月）午前10時30分～
・常例法座燈映会（山陰教堂）
　6月21日（木）午後1時30分～
7月
・常例法座燈映会（山陰教堂）
　7月20日（金）午後1時30分～
・特別法務員・法務員資格試験
　�合格者連絡協議会、勤式研修
会
　7月23日（月）
・�中・四国ブロックまことの保育
大学講座（松江エクセルホテル
東急）
　7月26日（木）・27日（金）
　※山陰教区主催

行事案内（4月～7月）
※�2018（平成30）年3月30日現在の予定です。日程・会場が変更
になることもあります。
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平
成
三
十
年
も
早
三
ヶ
月
が
過
ぎ
、
平
成

二
十
九
年
度
も
終
わ
り
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
開
通
か
ら
八
十
八
年
間
走
り
続
け
て
い

た
Ｊ
Ｒ
三
江
線
も
終
わ
り
を
む
か
え
ま
す
。

長
年
地
域
の
人
々
の
交
通
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
家
庭

に
も
乗
用
車
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
三
江
線

の
便
が
減
り
と
う
と
う
廃
線
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

雨
が
降
ろ
う
と
も
風
が
吹
こ
う
と
も
、
こ

の
三
江
線
に
乗
っ
て
遠
路
お
聴
聞
し
て
く
だ

さ
っ
た
ご
門
徒
さ
ん
が
沢
山
お
ら
れ
ま
し

た
。
今
と
は
違
っ
て
一
日
か
け
て
お
寺
に
お

参
り
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
時
代
に
、
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
手
段
で
し
た
。「
昔

は
帰
り
の
列
車
の
中
で
も
お
聴
聞
の
話
し
で

盛
り
上
が
り
、
い
い
時
間
だ
っ
た
よ
」
と
話

し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
門
徒
さ
ん
が
い
ま

し
た
。
お
寺
と
人
・
地
域
と
の
繋
が
り
の
中

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
に
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
便
数
が
減
っ
て
も
、

あ
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の

が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
有
る
こ
と
の
難
し

さ
。
有
り
難
い
事
だ
っ
た
ん
だ
と
、
今
更
な

が
ら
気
づ
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
O
）

協
賛

瀬
尾
浩
義
商
店

〒
七
三
三
｜
〇
八
五
一

広
島
市
西
区
田
方
三
丁
目

　
　
　
　
　
　

九
〇
九
｜
一
｜
三
〇
一

T
E
L
〇
八
二
｜
二
七
二
｜
八
四
六
一

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

出
雲
組
の
東
林
寺
で
は
、
昨
年
十
月

十
八
日
の
報
恩
講
法
要
に
お
い
て
、
相
愛

大
学
教
授
で
如
来
寺
住
職
の
釈
徹
宗
師

に
、
ご
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

は
じ
ま
り
は
、
門
徒
推
進
員
の
会
合
の

と
き
で
し
た
。
ど
な
た
か
か
ら
、「
門
徒

推
進
員
会
発
足
一
〇
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
釈
徹
宗
先
生
を
ご
講
師
と
し
て
お

願
い
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
話
し
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

釈
徹
宗
師
と
い
え
ば
、

夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

に
も
出
演
し
て
お
ら
れ
、

非
常
に
ご
多
忙
な
方
で

あ
り
ま
す
。
無
理
か
な

と
思
い
つ
つ
、
話
し
合

い
を
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
数
日
後
に

は
、
電
話
依
頼
で
了
解

を
い
た
だ
い
た
と
の
知

ら
せ
を
受
け
、
大
変
驚

い
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

東
林
寺
住
職
継
職
記
念
・
門
徒
推
進
員

会
発
足
一
〇
周
年
記
念
の
報
恩
講
法
要
と

し
て
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
せ
っ
か
く

来
て
い
た
だ
け
る
の
だ
か
ら
、
座
談
会
も

行
お
う
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
話
し

合
い
に
よ
り
、
テ
ー
マ
を
「
魅
力
あ
る
お

寺
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
と
い
う
題
目
に

決
め
、
さ
ら
に
、
立
場
の
異
な
る
パ
ネ
リ

ス
ト
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
山
陰
地
域

の
状
況
に
詳
し
い
出
雲
組
組
長
の
月
光
寺

住
職
・
蓮
岡
隆
章
師
と
、
若
手
僧
侶
の
立

場
か
ら
龍
善
寺
住
職
・
柳
楽
由
乗
師
に
パ

ネ
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
開
教
使
な
ど
の
経
験
も
あ
る

宗
玄
寺
住
職
・
藤
森
觀
海
師
に
、
司
会
進

行
役
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て

出
雲
組
内
の
寺
院
関
係
者
の
方
々
に
も
、

ご
協
力
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

報
恩
講
当
日
に
は
、
出
雲
組
内
の
門
徒

推
進
員
や
、
ご
門
徒
な

ど
、
多
数
の
方
々
が
お

聴
聞
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

ご
法
話
、
座
談
会
で
、

釈
徹
宗
先
生
が
お
話
し

く
だ
さ
る
言
葉
に
、
み

な
笑
顔
で
聞
き
入
っ
て

お
い
で
で
し
た
。

明
く
る
年
の
門
徒
推

進
員
連
続
研
修
会
の
打

ち
合
わ
せ
に
て
、
同
組

内
の
覚
専
寺
住
職
様
か

ら
、
東
林
寺
の
報
恩
講
へ
お
聴
聞
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
ご
門
徒
で
、
連
続
研
修

を
受
け
て
み
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
る

と
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
門
徒
推
進
員
が
企
画
し
た
記
念
事
業

を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
新
た
に
門
徒
推
進

員
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
度
の
釈
徹
宗
先
生

の
ご
法
縁
が
、
善
い
流
れ
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

出雲組東林寺
鱸 南 千 城

「東林寺住職継職記念・門徒推進員会発足10周年記念
宗祖親鸞聖人報恩講法要について」
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